
第
だい

１７回
かい

毎
ま い に ち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクール

６月
が つ た い か い

大会
【課

か

　題
だい

】

第
だい

６部
ぶ

　和
わ ぶ ん

文Ｂ

阪
はんしんだいしんさい

神大震災２２年
ねん

　住
じゅうたくさいけんしえん

宅再建支援の充
じゅうじつ

実を

制
せ い げ ん じ か ん

限時間５分
ふん

【コンクール当
とうじつ

日の注
ちゅういじこう

意事項】

１．この用
よ う し

紙を拡
かくだい

大・修
しゅうしょく

飾などして、当
とうじつ

日使
し よ う

用しても問
もんだい

題ありません。

２．団
だんたいせきにんしゃ

体責任者の指
し じ

示にしたがい、１８桁
けた

の参
さんかばんごう

加番号を半
はんかくすうじ

角数字で入
にゅうりょく

力してください。

３．課
か だ い

題の入
にゅうりょく

力はすべて全
ぜ ん か く も じ

角文字でおこなってください。スペースと改
かいぎょう

行も字
じ す う

数に数
かぞ

えま

す。ただし最
さいしゅうぎょう

終行はのぞきます。

※この課
か だ い

題は、平
へいせい

成２９年
ねん

１月
がつ

１７日
にちづけ

付、平
へいせい

成２８年
ねん

２月
がつ

１８日
にちづけ

付　毎
まいにちしんぶんしゃ

日新聞社説
せつ

・

　余
よ ろ く

録より引
いんよう

用しました。　（文
も じ す う

字数１,７９０字
じ

程
て い ど

度）

＜課
かだいぶんしょう

題文章の禁
き ん そ く も じ

則文字について＞

毎
まいにち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクールでは、引
いんよう

用した文
ぶんしょう

章を原
げんぶん

文のままソフトに取
と

り込
こ

んでいる

ため、行
ぎょうとう

頭、行
ぎょうまつ

末に禁
き ん そ く も じ

則文字が来
く

る場
ば あ い

合があります。課
かだいぶんしょう

題文章のＰＤＦファイルどおり

に入
にゅうりょく

力すると正
せいかい

解になります。

第
だい

６部
ぶ

 課
か

題
だい

この用
ようし

紙は、大
たいかいとうじつしよう

会当日使用しますので、必
かなら

ずご持
じ

参
さん

ください。

主
しゅさい

催  毎
まいにちしんぶんしゃ

日新聞社

  一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人　日
に ほ ん

本パソコン能
のうりょくけんていいいんかい

力検定委員会

後
こうえん

援  総
そ う む し ょ う

務 省

  文
も ん ぶ か が く し ょ う

部 科 学 省

  厚
こ う せ い ろ う ど う し ょ う

生 労 働 省

  経
け い ざ い さ ん ぎ ょ う し ょ う

済 産 業 省 ほか



社
しゃせつ

説：阪
はんしんだいしんさい

神大震災２２年
ねん

　住
じゅうたく

宅再
さいけん

建支
し

援
えん

の充
じゅうじつ

実を

　日
に

本
ほん

列
れっとう

島で地
じ

震
しん

の活
かつどう

動がやむことはない。昨
さく

年
ねん

だけでも４月
がつ

に熊
くまもと

本地
じ

震
しん

、１

０月
がつ

には鳥
とっとりけん

取県で震
しん

度
ど

６弱
じゃく

の地
じ

震
しん

などが起
お

きた。避
ひ

難
なん

所
じょ

生
せいかつ

活が長
なが

引
び

いた人
ひと

は少
すく

なくなかった。被
ひ

災
さい

者
しゃ

の暮
く

らしの再
さいけん

建には安
あんてい

定した住
す

まいの確
かく

保
ほ

が何
なに

より重
じゅうよう

要

である。 

　きょうで発
はっせい

生から２２年
ねん

たった阪
はんしんだいしんさい

神大震災では約
やく

６４万
まんとう

棟の住
じゅうたく

宅が被
ひ

害
がい

を受
う

け、ピーク時
じ

に約
やく

３１万
まんにん

人が避
ひ

難
なん

所
じょ

にあふれた。災
さいがい

害で奪
うば

われた生
せいかつ

活基
き

盤
ばん

を回
かい

復
ふく

するための公
こうてき

的支
し

援
えん

が求
もと

められ、議
ぎ

員
いんりっぽう

立法で１９９８年
ねん

に成
せいりつ

立したのが被
ひ

災
さい

者
しゃ

生
せいかつ

活再
さいけん

建支
し

援
えん

法
ほう

だ。 

　当
とうしょ

初の支
し

給
きゅう

額
がく

は最
さいだい

大１００万
まんえん

円で住
じゅうたく

宅の建
た

て替
か

えに使
つか

えなかった。現
げんざい

在支
し

給
きゅう

額
がく

は最
さいだい

大３００万
まんえん

円に増
ふ

え、２００４年
ねん

の中
ちゅうえつ

越地
じ

震
しん

などをきっかけに使
し と

途の制
せい

限
げん

は撤
てっぱい

廃され、手
て

続
つづ

きも簡
かん

素
そ か

化された。 

　だが、被
ひ

災
さい

者
しゃ

や被
ひ

災
さい

自
じ ち

治体
たい

から改
かいぜん

善を求
もと

める声
こえ

が絶
た

えない。支
し

給
きゅう

対
たいしょう

象は原
げんそく

則

として全
ぜんかい

壊か、大
だい

規
き ぼ

模補
ほ

修
しゅう

をしないと住
す

めない半
はんかい

壊だ。被
ひ

害
がい

認
にんてい

定は市
し

町
ちょう

村
そん

が判
はん

断
だん

するが、大
だい

規
き ぼ

模半
はんかい

壊と半
はんかい

壊との線
せん

引
び

きは難
むずか

しい。 

　鳥
とっとりけん

取県など各
かく

地
ち

の自
じ ち

治体
たい

は独
どく

自
じ

の助
じょせいせい

成制度
ど

を整
せい

備
び

し、半
はんかい

壊世
せ

帯
たい

にも支
し

給
きゅう

する

ところがある。熊
くまもと

本地
じ

震
しん

では一
いち

部
ぶ

損
そんかい

壊世
せ

帯
たい

にも補
ほ

助
じょきん

金を出
だ

して救
きゅうさい

済する自
じ ち

治体
たい

があった。 

　毎
まいにちしんぶん

日新聞が東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だいしんさい

震災と関
かんとう

東・東
とうほくごう

北豪雨
う

（ １５年
ねん

）、熊
くまもと

本地
じ

震
しん

の被
ひ

災
さい

自
じ ち

治

体
たい

に実
じっ

施
し

したアンケートでも、半
はんかい

壊世
せ

帯
たい

まで対
たいしょう

象にすべきだという意
い

見
けん

が最
もっと

も

多
おお

かった。過
か こ

去の災
さいがい

害では、半
はんかい

壊でも修
しゅう

理
り

費
ひ

用
よう

が５００万
まんえん

円を超
こ

えたケースも

ある。 

　財
ざいげん

源に限
かぎ

りはあるとはいえ、住
じゅうたく

宅再
さいけん

建が進
すす

まなければ被
ひ

災
さい

地
ち

の復
ふっこう

興はおぼつ

かない。半
はんかい

壊であっても損
そんがい

害の実
じったい

態に応
おう

じて柔
じゅうなん

軟に救
きゅうさい

済できるような制
せい

度
ど

を検
けん

討
とう

してはどうか。 

　昨
さく

年
ねん

１２月
がつ

の新
にいがたけん

潟県糸
いと

魚
い

川
がわ

市
し

の大
たい

火
か

に対
たい

し、国
くに

は支
し

援
えん

法
ほうてきよう

適用を決
き

めた。強
きょうふう

風

による延
えんしょう

焼で被
ひ

害
がい

が広
ひろ

がったことが風
ふうがい

害に当
あ

たると判
はん

断
だん

した。こうした柔
じゅうなん

軟な

運
うんよう

用を今
こん

後
ご

も望
のぞ

みたい。 

　巨
きょだい

大地
じ

震
しん

の備
そな

えには住
じゅうたく

宅の耐
たいしん

震化
か

も重
じゅうよう

要だ。阪
はんしんだいしんさい

神大震災の犠
ぎ

牲
せいしゃ

者の約
やく

８割
わり

が

建
たてもの

物の倒
とうかい

壊による圧
あっ

死
し

や窒
ちっそく

息死
し

だった。南
なんかい

海トラフ地
じ

震
しん

や首
しゅ

都
と

直
ちょっ

下
か

地
じ

震
しん

では耐
たい

震
しん

化
か

率
りつ

を１００％にすれば大
おおはば

幅に被
ひ

害
がい

を減
へ

らすことができるとされる。 

　全
ぜんこく

国の住
じゅうたく

宅耐
たいしん

震化
か

率
りつ

は約
やく

８２％に上
のぼ

るが、防
ぼうさいきょてん

災拠点の自
じ ち

治体
たい

庁
ちょう

舎
しゃ

の耐
たいしん

震化
か

率
りつ

１行
ぎょう

３５字
じ

詰
づめ

で、つぎの文
ぶんしょう

章を入
にゅうりょく

力してください。

　※　　の箇
か し ょ

所で改
かいぎょう

行（Enter） してください。

（級
きゅうひょうじ

表示は、 ミスカウント０の場
ば あ い

合の入
にゅうりょく

力めやすです）

10 級↓

↑8 級
3 級↓

↓準 2級

↓準 1

2 級↓

↓5 級

↓1 級



は約
やく

７５％と遅
おく

れている。熊
くまもと

本地
じ

震
しん

では壁
かべ

が落
お

ちるなどして閉
へい

鎖
さ

した指
し

定
てい

避
ひ

難
なん

所
じょ

があった。耐
たいしん

震化
か

を急
いそ

がねばならない。 

　また、地
じ

震
しん

保
ほ

険
けん

の世
せ

帯
たい

加
か

入
にゅう

率
りつ

は約
やく

３０％にとどまる。阪
はんしんだいしんさい

神大震災を経
けいけん

験した

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

の住
じゅうたく

宅再
さいけん

建共
きょう

済
さいせい

制度
ど

の加
か

入
にゅう

率
りつ

も９・５％と低
ていちょう

調だ。 

　「 公
こうじょ

助」だけではなく、生
せいめい

命と財
ざいさん

産を自
みずか

ら守
まも

る「自
じ

助
じょ

」の意
い

識
しき

も高
たか

めていき

たい。 

毎
まいにちしんぶん

日新聞２０１７年
ねん

１月
がつ

１７日
にち

余
よ

録
ろく

：「『 さあやるぞ 』　区
く ぎ

切りのコーヒー　７杯
はい

目
め

」…

　「『 さあやるぞ 』区
く ぎ

切りのコーヒー７杯
はい

目
め

」。第
だいいちせいめい

一生命サラリーマン川
せんりゅう

柳の

ホームページで歴
れきだいさくひん

代作品を見
み

れば、職
しょく

場
ば

でくつろいでしまう方
かたがた

々の句
く

も目
め だ

立つ

。あげくに「わが社
しゃ

でも無
む だ

駄はないかと俺
おれ

を見
み

る」という目
め

にもあう▲「打
う

ち

合
あ

わせ次
じ

回
かい

の日
にち

時
じ

を決
き

めただけ」には大
おお

きくうなずく方
かた

もおられよう。もっと

も「静
しず

けさや　空
くう

気
き よ

読む人
ひと

　眠
ねむ

る人
ひと

」ともなれば何
なに

やら怖
こわ

い静
せいじゃく

寂である。現
げんじつ

実

には仕
し

事
ごとねっしん

熱心な人
ひと

がいてこその手
て ぬ

抜きやサボりだろう▲「君
きみ

の職
しょく

場
ば

は何
なんにん

人くら

いの人
ひと

が働
はたら

いているの？ 」「 半
はんぶん

分ぐらいかな」―は米
べいこく

国のジョークだが、アリ

の世
せ

界
かい

でも働
はたら

きアリのうち２～３割
わり

は働
はたら

かないアリなのだという。今
いま

までの研
けん

究
きゅう

では働
はたら

くアリだけのグループを作
つく

っても必
かなら

ず一
いってい

定の割
わりあい

合で怠
なま

けアリが現
あらわ

れる

そうだ▲北
ほっかいどうだいがく

海道大学などの研
けん

究
きゅう

チームは日
に

本
ほん

に生
せいそく

息するシワクシケアリのコロ

ニー（集
しゅうだん

団）を観
かんさつ

察し、働
はたら

かないアリは働
はたら

くアリが疲
ひ

労
ろう

した時
とき

の交
こうたいよういん

代要員であ

るのを突
つ

き止
と

めた。最
さいしょ

初に働
はたら

いていたアリが疲
つか

れて休
やす

むようになると、今
いま

まで

働
はたら

いていなかったアリが働
はたら

き始
はじ

めたのだ▲働
はたら

くアリだけの集
しゅうだん

団は一
いっせい

斉に疲
つか

れて

働
はたら

けなくなり、滅
ほろ

びてしまう。一
いっけん

見非
ひ

効
こうりつ

率な働
はたら

かないアリは集
しゅうだん

団の長
ちょう

期
き

的
てきそんぞく

存続

には欠
か

かせぬ存
そんざい

在だったのだ。またシミュレーションでは働
はたら

き度
ど あ

合いがばらば

らの集
しゅうだん

団の方
ほう

が勤
きんべん

勉なアリだけの集
しゅうだん

団より生
い

き残
のこ

りに有
ゆう

利
り

なのも分
わ

かった▲「

人
ひと

は皆
みなゆうよう

有用の用
よう

を知
し

るも、無
む

用
よう

の用
よう

を知
し

る莫
な

きなり 」。役
やく

立
た

たずと思
おも

われるも

のにも大
だい

事
じ

な役
やくわり

割があるという荘
そう

子
し

である。高
こうこう

校の漢
かんぶん

文を思
おも

い出
だ

し、８杯
はい

目
め

の

コーヒーを飲
の

み始
はじ

めた方
かた

もいるかもしれない。

毎
まいにちしんぶん

日新聞２０１６年
ねん

２月
がつ

１８日
にち



社説：阪神大震災２２年　住宅再建支援の充実を

　日本列島で地震の活動がやむことはない。昨年だけでも４月に熊本地震、１

０月には鳥取県で震度６弱の地震などが起きた。避難所生活が長引いた人は少

なくなかった。被災者の暮らしの再建には安定した住まいの確保が何より重要

である。 

　きょうで発生から２２年たった阪神大震災では約６４万棟の住宅が被害を受

け、ピーク時に約３１万人が避難所にあふれた。災害で奪われた生活基盤を回

復するための公的支援が求められ、議員立法で１９９８年に成立したのが被災

者生活再建支援法だ。 

　当初の支給額は最大１００万円で住宅の建て替えに使えなかった。現在支給

額は最大３００万円に増え、２００４年の中越地震などをきっかけに使途の制

限は撤廃され、手続きも簡素化された。 

　だが、被災者や被災自治体から改善を求める声が絶えない。支給対象は原則

として全壊か、大規模補修をしないと住めない半壊だ。被害認定は市町村が判

断するが、大規模半壊と半壊との線引きは難しい。 

　鳥取県など各地の自治体は独自の助成制度を整備し、半壊世帯にも支給する

ところがある。熊本地震では一部損壊世帯にも補助金を出して救済する自治体

があった。 

　毎日新聞が東日本大震災と関東・東北豪雨（ １５年 ）、熊本地震の被災自治

体に実施したアンケートでも、半壊世帯まで対象にすべきだという意見が最も

多かった。過去の災害では、半壊でも修理費用が５００万円を超えたケースも

ある。 

　財源に限りはあるとはいえ、住宅再建が進まなければ被災地の復興はおぼつ

かない。半壊であっても損害の実態に応じて柔軟に救済できるような制度を検

討してはどうか。 

　昨年１２月の新潟県糸魚川市の大火に対し、国は支援法適用を決めた。強風

による延焼で被害が広がったことが風害に当たると判断した。こうした柔軟な

運用を今後も望みたい。 

　巨大地震の備えには住宅の耐震化も重要だ。阪神大震災の犠牲者の約８割が

建物の倒壊による圧死や窒息死だった。南海トラフ地震や首都直下地震では耐

震化率を１００％にすれば大幅に被害を減らすことができるとされる。 

　全国の住宅耐震化率は約８２％に上るが、防災拠点の自治体庁舎の耐震化率

１行３５字詰で、つぎの文章を入力してください。

　※　　の箇所で改行（Enter） してください。

（級表示は、 ミスカウント０の場合の入力めやすです）

↓10 級

↑8 級

↓3 級

↓準 2級

↓準 1級

2級↓

↓5 級

↓1 級



は約７５％と遅れている。熊本地震では壁が落ちるなどして閉鎖した指定避難

所があった。耐震化を急がねばならない。 

　また、地震保険の世帯加入率は約３０％にとどまる。阪神大震災を経験した

兵庫県の住宅再建共済制度の加入率も９・５％と低調だ。 

　「 公助」だけではなく、生命と財産を自ら守る「自助」の意識も高めていき

たい。 

毎日新聞２０１７年１月１７日

余録：「『 さあやるぞ 』　区切りのコーヒー　７杯目 」…

　「『 さあやるぞ 』区切りのコーヒー７杯目 」。第一生命サラリーマン川柳の

ホームページで歴代作品を見れば、職場でくつろいでしまう方々の句も目立つ

。あげくに「わが社でも無駄はないかと俺を見る」という目にもあう▲「打ち

合わせ次回の日時を決めただけ」には大きくうなずく方もおられよう。もっと

も「静けさや　空気読む人　眠る人」ともなれば何やら怖い静寂である。現実

には仕事熱心な人がいてこその手抜きやサボりだろう▲「君の職場は何人くら

いの人が働いているの？ 」「 半分ぐらいかな」―は米国のジョークだが、アリ

の世界でも働きアリのうち２～３割は働かないアリなのだという。今までの研

究では働くアリだけのグループを作っても必ず一定の割合で怠けアリが現れる

そうだ▲北海道大学などの研究チームは日本に生息するシワクシケアリのコロ

ニー（集団）を観察し、働かないアリは働くアリが疲労した時の交代要員であ

るのを突き止めた。最初に働いていたアリが疲れて休むようになると、今まで

働いていなかったアリが働き始めたのだ▲働くアリだけの集団は一斉に疲れて

働けなくなり、滅びてしまう。一見非効率な働かないアリは集団の長期的存続

には欠かせぬ存在だったのだ。またシミュレーションでは働き度合いがばらば

らの集団の方が勤勉なアリだけの集団より生き残りに有利なのも分かった▲「

人は皆有用の用を知るも、無用の用を知る莫きなり 」。役立たずと思われるも

のにも大事な役割があるという荘子である。高校の漢文を思い出し、８杯目の

コーヒーを飲み始めた方もいるかもしれない。

毎日新聞２０１６年２月１８日


